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写真◆昨年の小学校入学式
（個人情報保護の観点から画像を一部加工）
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会計名 予算額 構成比 前年度との
比較増減率

一     般     会     計 117 億4,400万円 49.7% 　− 2.0%

特 

別 

会 

計

国民健康保険 64 億9,600 万円 27.5% 13.6%
後期高齢者医療 3 億6,800 万円 1.5% 6.1%
介　護　保　険 25 億4,600 万円 10.8% 6.7%
下 水 道 事 業 13 億4,300 万円 5.7% 　5.5%
  小 　 計 107 億5,300 万円 45.5% 10.6%

企業
会計 水　道　事　業 11 億4,600 万円 4.8% 15.1%

合　　計 236 億4,300万円 100.0% 4.1%

■各会計予算規模
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安全安心、子育て、健康に配慮した
町民生活重視の予算

　平成27年度の当初予算総額は236億4,300万円で、このうち町政運営の基本的な経費を計上する一般会計は、117
億4,400万円となりました。
　限られた財源の中、町民生活に密着した事業に加え、子育て支援施策の拡充や、人口減少対策、地域経済の活性化に
向けた取り組みなどを積極的に展開します。　　　　　　　　　　　　　　　問 企画政策課財政班 ☎（内線）3236

■予算の推移

歳出
※（新）は本年度新規事業。構成比は一般会計内の数値。
※（拡）は本年度拡充・拡大事業。
町民1人当たりの額は2月1日現在の人口4万1,360人で算出。

主な事業と予算額

総額236億4,300万円

予算額　1億8,239万9千円
町民1人当たりの額　4,410円　
構成比　1.5％

議会費

特集 平成27年度 予算 のあらまし

総務費
予算額　14億7,809万7千円
町民1人当たりの額　3万5,737円　
構成比　12.6％

(新)町内全域防犯灯ＬＥＤ化事業..............940万8千円
　町内全域の防犯灯を、省エネで長寿命のＬＥＤ型へ一斉に
更新する。
大規模災害に対する備え（防災対策事業）... 1,107万7千円
　広域避難場所に必要な物品・設備の計画的な整備や、地域
の自主防災組織への助成などを実施する。
(新)路線バス利用状況調査の実施............... 27万7千円
　路線バスの速達性、定時性を図るため、半原から厚木バスセ
ンター行きバスの利用状況などについて、調査を実施する。
(新)「エフエムさがみ」を活用した行政情報の発信…64万8千円
　町の行政情報を幅広くに提供するため、ＦＭラジオによる
情報発信を開始する。
(新)公共施設等総合管理計画の策定................640万円
　公共施設の老朽化、人口減少などによる利用需要の変化に
対応するため、「公共施設等総合管理計画」の策定を進める。

2015.April � 2015.April�

予算額　13億31万3千円
町民1人当たりの額　3万1,439円　
構成比　11.1％

(新)「育児中のママのための体操教室」の開催... 3万円
　育児中に起こりやすい腰痛を予防するためのストレッチや
ヨガの教室を開催し、心身のリフレッシュと負担の軽減を図る。
高齢者肺炎球菌予防接種事業.................... 414万4千円
　高齢者の死亡原因の一つである肺炎の予防対策として、肺
炎球菌ワクチンの接種事業を実施する。
(拡)口腔がん検診事業の拡充........................21万5千円
　これまで厚木市の施設で実施していた本事業を、受診人数
の拡大と利便性向上のため、健康プラザを会場に実施する。
(新)空き家対策推進事業.....................................150万円
　空き家の有効利用や定住促進を図るため、空き家バンク制
度を創設し、登録された空き家の改修費用や取得費用の一部
を助成する。

衛生費



税　目 予算額 前年度との
比較増減率

町民税（個人） 19億9,168万4千円 − 1.7%

町民税（法人） 7億8千円 − 0.0%

固 定 資 産 税 38億9,103万5千円 0.3%

軽 自 動 車 税 9,243万4千円 13.6%

町 た ば こ 税 3億4,086万8千円 − 3.1%

都 市 計 画 税 4億1,255万4千円 − 2.2%

合　計 74億2,858万3千円 − 0.5%

地方譲与税
自動車取得税交付金
地方特例交付金  ほか
3億1,101万円（2.6）

歳入合計
117億4,400万円
（100.0）

  町税
  74億2,858万3千円
（63.3）

依存財源
30億5,527万円
（26.0）

自主財源
86億8,873万円（74.0）

地方消費税交付金
7億5,900万円（6.5）

町債
1億7,360万円（1.5）

県支出金
7億5,005万円（6.4）

国庫支出金
10億6,161万円
（9.0）

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
寄附金
繰越金
6億3,943万4千円
（5.4）

 

  

繰入金  1億2,970万6千円（1.1） ※ （　）内は％を示す

諸収入
4億9,100万7千円
（4.2）

普通建設事業費
1,059,906（8.9）単独事業費

832,073（7.0）
補助事業費
227,833（1.9）

貸付金
276,000（2.3）
積立金
2,225（0.0）

災害復旧事業費　772（0.0）
予備費　50,000（0.4）

※単位：千円、  （　）内は％を示す

維持補修費
 189,181（1.6）

扶助費 1,952,889（16.3）

補助費等 
844,329（7.0）

公債費 
678,056（5.6）

繰出金
1,359,543（11.3）

歳出合計
12,012,000
（100.0）

人件費
3,314,065
（27.6）

物件費
2,285,034
（19.0）

歳出合計
12,012,000
（100.0）

議会費176,859（1.5）

衛生費 1,730,198（14.4）

農林水産業費
196,078（1.6）

予備費 50,000（0.4）
諸支出金 60,000（0.5）

災害復旧費
772（0.0）

公債費 678,060（5.6）

消防費
859,893（7.2）

※単位：千円、  （　）内は％を示す

商工費
324,456（2.7）

総務費
1,362,963
（11.4）

民生費
4,111,255
（34.2）

土木費
1,177,085
（9.8）

教育費
1,284,381
（10.7）

民生費
予算額　43億4,036万円
町民1人当たりの額　10万4,941円　
構成比　37.0％

(拡)小児医療費助成事業の拡大......1億3,450万2千円
　安心して子供を産み育てることができるよう、小学校６年
生までを対象としていた医療費の自己負担分の全額助成を、
中学３年生までに拡大する（所得制限・一部負担金なし）。
(新)認定こども園・小規模保育施設への給付......3,593万2千円
　「子ども・子育て支援法」に基づき、認定こども園や小規模保
育施設へ移行する幼稚園などに対し給付を行う。
出産祝い金支給事業.............................................603万円
　子育て世帯の応援と、経済的負担の軽減を図るため、誕生し
た全てのお子さん対し出産祝い金を贈る。
(拡)子育て支援センターの運営（土曜サロンの拡大）..599万1千円
　父親の育児参加を促進するため、「土曜サロン」の開催日数
を拡大するほか、料理教室や親子での遊び方などを学ぶ「お
父さんのための土曜講座」を新たに開催する。
(拡)障害者自立支援事業の拡大.....6億9,769万8千円
　相談需要の増加に対応するため「障害者相談支援事業所」
を設置するなど、「障害者総合支援法」に基づく障害者福祉
サービスの提供を行う。
(拡)福祉バス運行事業の拡大........................1,200万円
　多くの高齢者が利用している福祉バスについて、現行の
マイクロバスに大型バスを加え、利便性の向上を図る。
(新)田代保育園耐震補強事業.................... 438万2千円
　平成26年度に実施した耐震診断結果に基づき、耐震補強
工事に向けた実施設計を行う。

予算額　7億5,187万2千円
町民1人当たりの額　1万8,179円　
構成比　6.4％

消防救急デジタル無線活動波整備事業...4,899万4千円
【平成26・27年度継続事業　継続費総額　1億3,926万6千円】
　消防救急無線活動波のデジタル化移行に向けた工事を
継続して実施する。
(新)消防団福利厚生事業.........................................34万円
　新入団員確保対策の一環として、健康診断への全額助成
や福利厚生施設の宿泊費の一部助成を実施する。

消防費

2015.April � 2015.April�

予算額　3億2,197万4千円
町民1人当たりの額　7,785円
構成比　2.7％

(新)商工業総合専門相談事業補助金..................15万円
　中小企業や小規模事業者の事業拡大や新分野への進出を
図るため、愛甲商工会が実施する、専門家による訪問相談事業
を支援する。
観光トイレ改修事業........................................41万6千円
　半原馬渡の移動式観光トイレを簡易水洗トイレに更新す
るとともに、隣接する消防団器具舎のトイレを開放し、衛生
環境の改善を図る。

商工費

農林水産業費
予算額　２億714万3千円
町民1人当たりの額　5,008円
構成比　1.8％

有害鳥獣対策事業....................................1,260万6千円
　個人が設置する獣害防除柵への助成や、「有害鳥獣対策実
施隊」による管理捕獲を実施するなど、野生動物による農作
物などへの被害防止に努める。
(新)新規就農者支援家賃助成..................... 171万6千円
　新規就農者に家賃の一部助成を行い、経済的負担の軽減
や安定した農業経営基盤の確立を図る。

予算額　11億3,973万8千円
町民1人当たりの額　2万7,556円　
構成比　9.7％

平山下平線整備事業.................................1,601万7千円
　幣山下平線の延伸路線となる、平山下平線の角田大橋か
ら国道412号までの道路および道路構造物の詳細設計など
を行う。
(新)第1号公園テニスコート改修事業......... 3,233万6千円
　ウレタンコート３面を、利用者からの要望の高い人工芝
コートに改修するほか、傷みの激しい人工芝コート１面を張
り替える。

土木費

■町税の内訳■一般会計歳入構成



2015.April � 2015.April�2015.April � 2015.April�

事業名 事業内容 予算額

プレミアム付商品券
発行事業

6,000円分（500円券12枚綴り）
の商品券を 5,000 円で販売 2,473万3千円

地 方版まち・ひと・
しごと創生総合戦略
策定事業

「地方人口ビジョン」および「地
方版創生総合戦略」を策定 730万7千円

定住促進事業

・�三世代同居等定住支援事業（住
宅取得費用・リフォーム費用
の一部助成）

・定住促進リーフレット作成
・�移住促進プロモーション動画

制作

　729万円

愛川ブランド推進
事業

優れた町産品を「愛川ブランド」
として認定し、町のＰＲ、地域産
業の活性化を図る

　380万円

あいちゃん音頭の
制作

町民の皆さん誰もが歌って踊れ
る「あいちゃん音頭」の制作 75万円

消防団活動用品
購入事業

防火衣の購入など、消防団活動
用の安全装備品の充実を図る 　526万円

　国の緊急経済対策による交付金を活用し、地域における消費喚
起・生活支援策や地方版総合戦略の早期策定、地方版総合戦略に係
る先行的な事業を実施する。（平成26年度3月補正　繰越明許費分）

事業名 事業内容 予算額 実施予定日

サ マーフェス
ティバル

田代運動公園でカラオケのど
自慢、キャラクターショー、
あいちゃん音頭披露、花火打
上げなどを実施

835万円 8月23日

若者たちの
音楽祭

文化会館を会場に実行委員会
方式で実施 85万9千円 12月20日

友好都市立科町
交流バスツアー

立科名産のりんご狩りなどの
「交流バスツアー」を開催 26万8千円 9月～10月

広報あいかわ
特集ページ

60 年の歩みや、四季折々の
様子などを紹介する特集ペー
ジの作成

25万3千円 6 月

　今年は、新町発足60周年の節目の年です。これを記念し、各種の特
別事業や、例年開催している主要なイベントを記念事業として実施し
ます。

■記念事業
事業名 事業内容 全体予算額 実施予定日

あいかわ公園
つつじまつり

近隣ゆるキャラ大集合（撮影
会＆握手会） 200万円 4月29日

農林まつり 町内産のもち米を使った、餅
つき大会を開催 36万5千円 5月3日

あいかわ
健康の日

健康プラザを会場にリフレッ
シュ体操を実施 28万円 6月7日

ふるさと
まつり

お 笑 い 芸 人 によるト ー ク
ショーなどを開催（25 日）
※町文化協会創立 40 周年記
念事業を同時開催（24 日）

　360万円 10月24・ 
25日

「地域住民生活等緊急支援のための交付金」
活用事業

新町発足60周年記念事業

予算額　13億228万8千円
町民1人当たりの額　3万1,487円　
構成比　11.1％

(新)小中学校エアコン設備整備事業...........1,970万円
　小中学校へのエアコン設置に向けた基本・実施設計を行
い、教育環境改善の取り組みを推進する。
(拡)私立幼稚園への助成事業の拡大....6,728万6千円
　私立幼稚園就園奨励費および特別支援教育費補助金の助成
単価を増額し、幼児教育の向上と保護者の負担軽減を図る。
(新)文化会館、半原・中津公民館トイレ改修事業.... 244万6千円
　文化会館、半原・中津公民館のトイレに洗浄機能付き暖房
便座を設置し、衛生環境の改善を図る。

教育費

予算額　6億864万3千円
町民1人当たりの額　1万4,716円　
構成比　5.2％

公債費

予算額　1億1,117万3千円
町民1人当たりの額　2,688円　
構成比　0.9％

その他

国民健康保険特別会計
（新）特定健康診査受診勧奨事業................... 5万8千円
（新）糖尿病重症化予防事業......................... 30万8千円
　国保データベースシステムを活用した、特定健康診査の受
診勧奨を行うとともに、糖尿病の方を対象とした個別指導を
実施するなど、生活習慣病と糖尿病の重症化を予防し、医療
費の抑制を図る。

介護保険特別会計
(拡)介護予防事業の拡充.......................... 1,313万7千円
　女性向けの認知症予防教室や、転倒予防教室の卒業生
コースを新たに開設するほか、民間のプールを利用した転倒
骨折予防教室の実施回数を拡大する。

水道事業会計
水道施設改良・防災対策事業.........3億5,300万8千円
　中津浄水場紫外線処理設備整備工事のほか、配水池等の
耐震性基礎調査や耐震性の高い配水管への設置替工事な
どを実施し、安全で良質な水の安定供給に努める。

下水道事業特別会計
雨水対策事業の推進................................7,054万8千円
　集中豪雨等による浸水被害の軽減を図るため、半原宮沢
排水区および中津半縄排水区の雨水対策事業を推進する。

■特別事業
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お
知
ら
せ
◆
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

の
ア
ド
レ
ス
（
U
R
L
）
は

変
更
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
以
外
の
個
別
ペ
ー
ジ
の

U
R
L
は
変
更
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
以

外
に
リ
ン
ク
や
「
お
気
に
入

り
」
を
設
定
し
て
い
る
場
合

は
、
設
定
の
変
更
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
総
務
課
広
報
広
聴
班
☎（
内
線
）３
２
２
１

情報

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、
４
月
１
日
か
ら
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
レ
イ
ア
ウ
ト
を
一
新
し
て
、
必
要
な
情
報

を
探
し
や
す
く
し
た
ほ
か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
新
た
に
設
置
し
ま

し
た
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。  

http://w
w

w
.tow

n.aikaw
a.

kanagaw
a.jp/

新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
こ
が
使
い
や
す
い
！

①�

全
て
の
掲
載
情
報
を
５
項
目
に
分
類
し
、

探
し
や
す
く
し
ま
し
た
。

②�

大
き
な
写
真
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
設

け
ま
し
た
。
町
か
ら
特
に
お
知
ら
せ
し

た
い
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。

③
町
の
魅
力
発
信
ペ
ー
ジ
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

�

観
光
や
定
住
促
進
な
ど
、
愛
川
町
に
「
来

て
見
て
」み
た
く
な
る
情
報
が
満
載
で
す
。

�

④�

防
災
情
報
な
ど
の
緊
急
性
の
高
い
情
報

を
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

⑤�

暮
ら
し
の
便
利
帳
で
は
、
ラ
イ
フ
シ
ー

ン
や
、
暮
ら
し
の
場
面
か
ら
情
報
を
探

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑥�

手
続
き
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、「
出
生
」

「
転
入
」
な
ど
の
項
目
を
選
ぶ
と
、
役
場

で
必
要
な
手
続
き
を
ま
と
め
て
確
認
で

き
ま
す
。

⑦�

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
町
内
の
日
々
の

出
来
事
を
、
写
真
と
共
に
紹
介
し
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も

見
や
す
く
な
り
ま
し
た

　
パ
ソ
コ
ン
向
け
、
携
帯
電
話
向
け
に
加
え

て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
町
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
次

の
方
が
、
人
間
ド
ッ
ク
（
標
準
コ
ー
ス
）
を

受
け
る
場
合
に
、
検
査
料
の
一
部
（
上
限

２
万
円
）
を
助
成
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
方

に
は
、４
月
中
旬
に
通
知
を
送
り
ま
す
の
で
、

期
限
ま
で
に
国
保
年
金
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象
者
◆
次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い

る
方　

・�

４
月
１
日
現
在
お
よ
び
人
間
ド
ッ
ク
受
検

日
に
本
町
に
お
住
ま
い
で
、
町
国
民
健
康 問

国
保
年
金
課
国
保
年
金
班
☎（
内
線
）３
３
７
７

助成

愛
川
町
国
民
健
康
保
険
加
入
の
皆
さ
ん
へ

人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

・�

本
年
度
中
に
、40
歳
、45
歳
、50
歳
、55
歳
、

60
歳
、
65
歳
、
70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

方
・�

平
成
26
年
度
以
前
の
町
国
民
健
康
保
険
税

の
納
付
が
済
ん
で
い
る
世
帯
に
属
す
る
方

実
施
期
間
◆
７
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で実
施
施
設
◆
愛
川
北
部
病
院
ほ
か
、
厚
木

市
・
相
模
原
市
・
伊
勢
原
市
の
指
定
施
設

　
３
月
議
会
定
例
会
で
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
に
木
藤
一
郎
さ
ん
（
半
原
）

の
再
任
が
同
意
さ
れ
、
４
月
１
日
付
で
就
任

し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
の
３

年
間
で
す
。

問
税
務
課
町
民
税
班
☎（
内
線
）３
２
７
２

人事

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

木
藤
一
郎
さ
ん
が
再
任

木藤一郎さん
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⑦
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４
月
か
ら
危
機
管
理
を
統
括
す
る
部
門
と

し
て
、
副
町
長
直
轄
の
「
危
機
管
理
室
」
を

新
設
し
ま
し
た
。

　
町
民
皆
さ
ん
の
生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産

を
守
る
こ
と
を
目
的
に
、
地
震
や
風
水
害
な

ど
の
自
然
災
害
へ
の
対
策
、
災
害
発
生
時
や

事
件
・
事
故
な
ど
の
被
害
が
広
範
囲
に
な
り

重
大
で
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合
の
緊
急
的

な
交
通
安
全
、防
犯
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。 問

行
政
推
進
課
行
政
管
理
班
☎（
内
線
）３
２
４
４

組織

危
機
管
理
室
を
新
設

子
ど
も・子
育
て
支
援
新
制
度
に
対
応
し
た
再
編

　
ま
た
、
４
月
か
ら「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
」が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
に
伴
い
、
事

務
を
効
果
的
・
効
率
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
、

民
生
部
を
中
心
に
組
織
の
再
編
を
し
ま
し
た
。

　
組
織
機
構
の
見
直
し
の
内
容
、
担
当
事
務

は
次
の
と
お
り
で
す
。

危
機
管
理
室
（
消
防
庁
舎
３
階
に
新
設
）

主
な
担
当
事
務
◆
危
機
管
理
の
総
合
調
整
、

防
災
、
国
民
保
護
、
緊
急
時
の
交
通
安
全
・

課名 班名 新たに担当する事務

福祉支援課
障害福祉班 障害者医療費の助成、育成医

療費の助成

地域福祉班 ※�担当事務に変更はありませ
ん。

子育て支援課

子ども福祉班　
ひとり親家庭等医療費の助成、
小児医療費の助成、養育医療
費の助成

子ども保育班
（子ども施設班から
名称変更）

私立幼稚園就園奨励費補助金、
幼稚園および認定こども園

健康推進課

健康づくり班
（成人保健班から
名称変更）

地域医療対策、感染症予防お
よび対策

母子保健班 ※�担当事務に変更はありませ
ん。

国保年金課
（国保医療課か
ら名称変更）

国保年金班 特定健康診査、後期高齢者健
康診査、人間ドック

収納班
（国保年金班から分割）

国民健康保険税の徴収、後期
高齢者医療保険料の徴収

■担当事務に変更がある民生部の課（４月１日から変更）

防
犯
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
へ
の
対

策※�

危
機
管
理
室
の
新
設
に
伴
い
、
消
防
本
部

消
防
防
災
課
を
「
消
防
課
」
に
改
め
、
防

災
対
策
班
を
廃
止
し
、予
防
警
備
班
を「
予

防
班
」
と
「
警
備
班
」
に
分
割
し
ま
す
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
室
を
総
務
部
へ
統
合

　
地
域
活
性
化
や
町
の
知
名
度
・
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
戦
略
に
つ
い
て
、
企
画
政
策
課
と
密

接
な
連
携
の
も
と
で
総
合
的
に
推
進
し
て

い
く
た
め
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
室
を
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
推
進
班
と
し
、
企
画
政
策
課

へ
統
合
し
ま
す
。

民
生
部
の
組
織
変
更

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の
施
行
に

伴
い
、
民
生
部
の
保
健
福
祉
部
門
の
担
当

事
務
を
見
直
し
、
国
保
医
療
課
医
療
給
付

班
を
廃
止
し
ま
し
た
。

※�民生部の住民課、高齢介護課については、担当事務に変更はありま
せん。

問 行政推進課行政管理班☎（内線）３２４５

あなたにも、マイナンバー。はじまります！
～「マイナンバー制度」が、平成２８年１月スタート～

　平成 28 年１月から、町役場をはじめ、国や県の機関、市町村の窓口での
手続きや、会社での健康保険、税金の源泉徴収の手続きなどで、マイナンバー
の利用が始まります。
　マイナンバー制度は、社会保障や税などの各種手続きの簡素化、公平な税
負担や社会保障の給付の実現、行政の効率化などを進めるための重要な制
度です。
　制度の詳しい内容について、数回にわたってお知らせします。
  10 月から、マイナンバーを一人一人にお届けします！
　10 月から、住民の一人一人に１２桁のマイナンバー（個人番号）を通知します。
中長期在留者や特別永住者などの外国籍住民にも通知します。
　住民票に登録されている住所宛てにマイナンバーが記載された「通知カー
ド」を送付します。
　マイナンバーは、１人に必ず１つです。１人で複数のマイナンバーを使ったり、
１つの番号を複数の人が使ったりすることはありません。
　マイナンバーは一生使うものです。転居や結婚などの際に変わることはあ
りませんので、大切にしてください。
最新情報はマイナンバーのホームページをご覧ください。
http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/index.html
制度のお問い合わせは☎ 0570-20-0178（全国共通ナビダイヤル）
平日　午前９時 30 分～午後５時 30 分
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固
定
資
産
税
は
、
賦
課
期
日
で
あ
る
１
月

１
日
に
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
・
償
却
資

産
）
を
所
有
し
て
い
る
方
が
、
そ
の
固
定
資

産
の
価
格
（
評
価
額
）
を
基
に
算
定
さ
れ
た

税
額
を
固
定
資
産
の
所
在
す
る
市
町
村
に
納

め
る
も
の
で
す
。

　
都
市
計
画
税
は
、
下
水
道
な
ど
の
都
市
計

画
事
業
の
費
用
に
充
て
る
た
め
、
市
街
化
区

域
内
に
土
地
と
家
屋
を
所
有
す
る
方
が
、
固

定
資
産
税
と
併
せ
て
納
め
る
も
の
で
す
。

　
両
税
を
公
平
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
土
地
と
家
屋
は
３
年
ご
と
に
適
正
な
評

価
額
と
な
る
よ
う
「
評
価
替
え
」
を
行
っ
て

お
り
、
本
年
度
は
こ
の
評
価
替
え
年
度
に
当

た
り
ま
す
。

　
両
税
併
せ
て
町
税
収
入
全
体
の
約
50
％
を

占
め
て
お
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め

の
大
切
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

税
額
算
定
の
し
く
み
◆

①�

固
定
資
産
の
評
価
を
行
い
評
価
額
を
決
定

②�

評
価
額
を
基
に
法
律
で
定
め
る
計
算
式

を
適
用
し
て
、
税
額
の
基
礎
と
な
る
課

税
標
準
額
を
算
出
し
ま
す
。

※�

原
則
と
し
て
、
評
価
額
が
課
税
標
準
額

と
な
り
ま
す
が
、
住
宅
用
地
の
よ
う
に

課
税
標
準
の
特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
る

場
合
や
負
担
調
整
措
置
が
適
用
さ
れ
る

問
税
務
課
資
産
税
班
☎（
内
線
）３
２
７
８

税金

固
定
資
産
税・都
市
計
画
税
の
基
礎

固
定
資
産「
評
価
替
え
」の
年
度
で
す

場
合
に
は
、
適
用
後
の
額
が
課
税
標
準

と
な
り
ま
す
。

③�

課
税
標
準
額
に
税
額
を
乗
じ
て
、
納
め

て
い
た
だ
く
税
額
を
算
出
し
ま
す
。

　

�

税
額
＝
課
税
標
準
額
×
税
率
（
固
定
資

産
税
１・４
％
、
都
市
計
画
税
０・２
％
）

免
税
点
◆
同
一
の
人
が
町
内
に
所
有
す
る

次
の
各
項
目
の
固
定
資
産
の
課
税
標
準
額
が

次
の
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
両
税
と
も

課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
土
地
】
30
万
円

【
家
屋
】
20
万
円

【
償
却
資
産
】
１
５
０
万
円

※
複
数
所
有
す
る
場
合
は
合
計
額

土
地
の
評
価

　
土
地
の
評
価
額
は
、
総
務
大
臣
が
定
め
る

固
定
資
産
評
価
基
準
に
基
づ
い
て
算
定
し
た

「
適
正
な
時
価
」
を
い
い
、
売
買
実
例
価
額

な
ど
を
基
に
算
定
し
ま
す
。
こ
の
「
適
正
な

時
価
」
と
は
、
正
常
な
条
件
に
お
い
て
当
事

者
間
で
成
立
す
る
取
引
価
格
を
い
い
ま
す
。

町
で
は
、
地
価
公
示
価
格
や
県
の
地
価
調
査

価
格
、
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
鑑
定
評
価
額

な
ど
を
活
用
し
て
算
定
し
て
い
ま
す
。

　
宅
地
な
ど
の
土
地
の
評
価
額
は
、
平
成
26

年
１
月
１
日
時
点
の
不
動
産
鑑
定
価
額
の
７

割
を
目
途
と
し
て
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
が
、

同
日
以
降
に
地
価
の
下
落
が
見
ら
れ
た
地
点

で
は
、
７
月
１
日
ま
で
の
地
価
動
向
な
ど
を

反
映
し
て
評
価
額
の
見
直
し
を
し
て
い
ま
す
。

　
評
価
額
は
原
則
と
し
て
次
の
評
価
替
え
ま

で
据
え
置
か
れ
ま
す
が
、
地
目
の
変
更
、
分
合

筆
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
評
価
額
が
適

正
な
も
の
に
な
る
よ
う
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

課
税
標
準
額
の
調
整
措
置
◆

　
土
地
に
つ
い
て
は
、
課
税
の
公
平
化
を
図

る
た
め
の
負
担
調
整
措
置
や
住
宅
用
地
の
特

例
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
負
担
調
整
措
置
と
は
、
評
価
額
に
対
す
る

課
税
標
準
額
の
割
合
（
負
担
水
準
）
が
高
い

土
地
に
つ
い
て
は
税
負
担
を
引
き
下
げ
ま
た

は
据
え
置
き
、
一
方
で
負
担
水
準
が
低
い
土

地
に
つ
い
て
は
課
税
標
準
額
を
な
だ
ら
か
に

引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
税
の
負

担
を
一
定
の
水
準
に
近
づ
け
る
も
の
で
す
。

　
住
宅
用
地
の
特
例
措
置
と
は
、住
宅
政
策

上
の
観
点
か
ら
、特
に
税
負
担
を
軽
減
す
る
必

要
が
あ
る
住
宅
用
地
に
つ
い
て
、課
税
標
準
額

を
軽
減
す
る
も
の
で
す
。

家
屋
の
評
価

　
家
屋
の
評
価
額
は
、固
定
資
産
評
価
基
準
に

基
づ
い
て
、
再
建
築
価
格
を
基
に
評
価
し
ま
す
。

　
再
建
築
価
格
と
は
、
評
価
替
え
の
時
点
で

同
一
の
家
屋
を
新
築
す
る
場
合
に
必
要
と
さ

れ
る
建
築
費
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
既
存
家
屋
の
評
価
額
は
、
再
建
築
価
格
に

建
築
物
価
の
変
動
割
合
や
建
築
時
か
ら
の
経

過
年
数
に
よ
る
資
産
価
値
の
減
少
分
を
考
慮

し
て
評
価
額
を
見
直
し
ま
す
。
そ
の
評
価
額

が
前
年
度
の
評
価
額
を
超
え
る
場
合
は
、
前

年
度
の
評
価
額
に
据
え
置
か
れ
、
新
し
い
評

価
額
に
引
き
上
げ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

償
却
資
産
の
評
価

　
償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人
事
業
者
が

事
業
の
た
め
に
用
い
る
機
械
や
器
具
な
ど

で
、
申
告
書
に
基
づ
い
て
評
価
し
ま
す
。

　
毎
年
、
法
定
耐
用
年
数
に
基
づ
く
減
価
率

（
定
率
法
）に
よ
り
課
税
標
準
額
を
算
定
し

ま
す
。

税の区分
用地の区分

固定資産税
（土地） 都市計画税

小規模住宅用地
（200㎡までの部分） 評価額×1/6 評価額×1/3

一般住宅用地
（200㎡を超える部分）評価額×1/3 評価額×2/3

■住宅用地（住宅一戸当たり）の課税標準額

　「縦覧」とは、税額算定の基となる評価
額などの内容を、あらかじめ納税者の皆
さんが確認できる制度です。次の期間中
は自己所有部分の評価額などが無料で
ご覧になれ、納税者本人の名寄帳の写し
を無料でお渡ししています。
期間◆４月１日（水）～６月1日（月）の平日
場所◆役場１階税務課資産税班
対象者◆１月１日現在、町内に土地・家
屋を所有する納税者や納税管理人など
※�希望者は、本人確認ができるもの（運

転免許証や健康保険証など）のほか、
代理人は委任状、相続人は戸籍謄本
などをお持ちください。

「固定資産縦覧帳簿」縦覧のお知らせ
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介
護
保
険
料
を
改
定
し
ま
す（
4
月
か
ら
）

　
介
護
保
険
料
は
3
年
ご
と
に
見
直
し
が
行

わ
れ
、
平
成
27
年
度
か
ら
新
た
な
保
険
料
が

設
定
さ
れ
ま
す
。
65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保

険
料
は
、
6
月
中
旬
に
送
付
す
る
「
介
護
保

険
料
額
決
定
通
知
書
」
な
ど
で
本
人
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
基
準
を

変
更
し
ま
す（
4
月
か
ら
）

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
新
規
入
所

は
、
原
則
と
し
て
要
介
護
3
以
上
の
人
が
対

象
に
な
り
ま
す
（
す
で
に
入
所
し
て
い
る
人

を
除
く
）。

※�

要
介
護
1
、
要
介
護
2
の
人
で
も
、
や

む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
以
外
で
の
生
活
が
著
し
く
困
難
な

状
況
に
あ
れ
ば
、
新
規
入
所
が
認
め
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
は
、利
用
者

負
担
が
2
割
に
な
り
ま
す
（
8
月
か
ら
）

　
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
65
歳
以
上
の

人
が
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き

は
、
利
用
者
負
担
が
1
割
か
ら
2
割
に
な

り
ま
す
（
64
歳
以
下
の
人
は
1
割
の
ま
ま
で

す
）。

※�

一
定
以
上
の
所
得
と
は
、本
人
の
合
計
所

得
が
１
６
０
万
円
以
上
で
、同
一
世
帯
の
第 問

高
齢
介
護
課
介
護
保
険
班
☎（
内
線
）３
３
３
２

制度

介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

1
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上
の
人
）の
年
金

収
入
＋
そ
の
他
の
合
計
所
得
が
、
単
身
世

帯
で
２
８
０
万
円
以
上
、2
人
以
上
世
帯
で

３
４
６
万
円
以
上
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
要
支
援
、
要
介
護
の
認
定
を
受
け
て
い
る

人
全
員
に
、
利
用
者
負
担
の
割
合
が
記
載
さ

れ
た
「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」
を
、
7
月

ご
ろ
に
送
付
し
ま
す
。

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
一
部
の
上
限

額
を
変
更
し
ま
す
（
8
月
か
ら
）

　
同
じ
月
に
利
用
し
た
介
護
保
険
の
利
用
者

負
担
が
一
定
額
を
超
え
た
と
き
に
支
給
さ
れ

る
「
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
の
利
用
者
負

担
段
階
区
分
に
、「
現
役
並
み
所
得
者
」
区

分
を
新
設
し
ま
す
。

現行（７月まで）
利用者負担段階区分 上限額（世帯合計）
一般 37,200 円
町民税非課税世帯 24,600 円
・�合計所得及び課税

年金収入額の合計
が 80 万円以下の人

・�老齢福祉年金の受
給者

15,000 円
（個人）

生活保護の受給者な
ど 15,000 円（個人）

改正（８月から）
利用者負担段階区分 上限額（世帯合計）
現役並み所得者※ 44,400 円
一般 37,200 円

※現役並み所得者とは…
同一世帯に課税所得145万円以上の 65歳
以上の人がいて、世帯内の65 歳以上の人
の収入の合計が単身で 383万円以上、2
人以上で520万円以上の人

介
護
保
険
施
設
や
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）を
利
用
す
る
際

の
、
所
得
が
低
い
人
の
食
費
・
居
住
費

の
負
担
軽
減
の
適
用
要
件
を
変
更
し
ま

す（
8
月
か
ら
）

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、
軽

減
の
対
象
外
で
す
。

・�

町
民
税
が
非
課
税
世
帯
で
も
、
世
帯
分
離

し
て
い
る
配
偶
者
が
住
民
税
課
税
で
あ
る

場
合

・�

町
民
税
非
課
税
世
帯
（
世
帯
分
離
し
て

い
る
配
偶
者
も
住
民
税
非
課
税
）
で

あ
っ
て
も
預
貯
金
等
が
一
定
額
（
単
身

１
０
０
０
万
円
、
夫
婦
２
０
０
０
万
円
）

を
超
え
て
い
る
場
合

要
支
援
1
、
要
支
援
2
の
人
が
利
用

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
一
部
変
更
し
ま
す

～
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

が
始
ま
り
ま
す
～

　
こ
れ
ま
で
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
で
行
わ

れ
て
い
た
介
護
予
防
訪
問
介
護
は
「
訪
問
型

サ
ー
ビ
ス
」、
介
護
予
防
通
所
介
護
は
「
通

所
型
サ
ー
ビ
ス
」と
サ
ー
ビ
ス
名
が
変
わ
り
、

町
が
行
う
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
」
へ
移
行
し
ま
す
。

　
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」

の
対
象
と
な
る
人
は
、
要
介
護
認
定
で
要
支

援
1
、
要
支
援
2
、
非
該
当
と
判
定
さ
れ
た

人
、
要
介
護
状
態
と
な
る
お
そ
れ
の
高
い
人

で
す
が
、
65
歳
以
上
で
あ
れ
ば
誰
で
も
利
用

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

■利用者負担の上限額（１カ月）

介護予防・生活支援サービス事業

訪問型サービス
身体介護や生活援助、
保健師らによる相談指
導、移動支援など

生活支援サービス
見守り、自立した生活
を続ける支援など

通所型サービス
レクリエーションや体操
などの活動、自主的な
通いの場など
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国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な
い
と
き

や
失
業
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
に
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
免
除
や
、
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
納
付
が
困
難
な
学
生

の
た
め
に
、
在
学
中
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
過
去
分
の
国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
・
納
付
猶
予
が
受
け
ら
れ
る
期
間
は
、

申
請
か
ら
２
年
１
カ
月
前
の
月
の
分
ま
で

と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
４
月
に
申
請
を

す
る
場
合
は
平
成
25
年
３
月
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
申
請
が
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
方

は
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
の
申
請
に
つ
い
て

対
象
者
◆
前
年
の
所
得
が
１
１
８
万
円
以

下
の
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の
学
生
。

扶
養
親
族
や
社
会
保
険
料
控
除
な
ど
が
あ
る

方
は
、
基
準
と
な
る
所
得
が
異
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
学
校
◆
大
学
（
大
学
院
）、
短

大
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修

学
校
、
各
種
学
校
、
一
部
の
海
外
大
学
の

日
本
分
校
な
ど
で
、
夜
間
・
定
時
制
課
程

や
通
信
課
程
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

※�

各
種
学
校
に
つ
い
て
は
、
修
業
年
限
が

１
年
以
上
の
課
程
に
在
籍
し
、
私
立
の

場
合
は
都
道
府
県
知
事
の
認
可
を
受
け

た
学
校
。

平
成
27
年
度
分
の
申
請
期
間
◆
４
月
１
日

か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
が
遅
れ

未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
障
害
基
礎

年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
要
件

を
満
た
さ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
年
度

途
中
で
20
歳
に
な
る
方
は
、
そ
の
前
日
か

ら
申
請
で
き
ま
す
。

承
認
期
間
◆
１
年
度
ご
と
の
承
認
で
す
。

平
成
27
年
度
分
は
４
月
分
か
ら
平
成
28
年

３
月
分
で
す
。

申
請
場
所
◆
町
国
保
年
金
課
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
在
学
中
の
学
校
が
学
生
納
付

特
例
事
務
法
人
の
指
定
を
受
け
て
い
る
場

合
は
、
学
校
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

必
要
書
類
◆

・
年
金
手
帳

・
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
（
写
し
可
）

・�

失
業
し
た
場
合
は
、
離
職
票
・
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
な
ど

※�

代
理
人
が
手
続
き
を
行
う
場
合
は
、
本

人
の
委
任
状
と
印
鑑
、
代
理
人
の
身
分

を
証
す
る
も
の（
運
転
免
許
証
な
ど
）も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

問
厚
木
年
金
事
務
所
☎（
２
２
３
）７
１
７
１

町
国
保
年
金
課
国
保
年
金
班
☎（
内
線
）３
３
７
９

年金

国
民
年
金
保
険
料
免
除・納
付
猶
予
、

学
生
納
付
特
例
制
度
の
お
知
ら
せ

必
要
で
す
。

２
年
度
目
以
降
の
申
請
◆
申
請
は
毎
年
度

必
要
で
す
。
２
年
度
目
以
降
の
申
請
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
届
く
申
請
書
（
は
が

き
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
返
送
し
て
く

だ
さ
い
。
届
か
な
い
場
合
は
、
町
国
保
年

金
課
で
の
申
請
が
必
要
で
す
。

保
険
料
の
追
納
に
つ
い
て

　
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
る
と
、
そ

の
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期

間
と
し
て
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に

は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
老
後
の

年
金
額
を
増
や
し
た
い
方
は
、さ
か
の
ぼ
っ

て
10
年
以
内
の
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ

れ
た
期
間
の
保
険
料
を
納
付
（
追
納
）
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た
期
間
の

翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年
度
目
（
平

成
27
年
度
分
の
承
認
期
間
の
場
合
、
30
年

度
）
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
に

は
、
承
認
を
受
け
た
当
時
の
保
険
料
に
経

過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ

ま
す
。
追
納
用
納
付
書
の
発
行
は
申
し
込

み
が
必
要
で
す
の
で
、
厚
木
年
金
事
務
所

か
町
国
保
年
金
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

区分 改正前 改正後
式場使用料（町外者）
※�町民は変更ありま

せん。
1回  100,000円 1回　125,000円

動物炉使用料（町民） 1回  5,000円 15kg未満  1体10,000円
15kg以上  1体15,000円

動物炉使用料（町外者）1回  10,000円 15kg未満  1体20,000円
15kg以上  1体30,000円

　聖苑施設の長期的な維持管理を図るため、近隣施設
との均衡を考慮し、7 月1日から使用料を改定します。

　町県民税や固定資産税の年税額を、第 1期の納期限まで
に全額納めた場合に交付される納期前納付報奨金について、
特別徴収の対象となる納税者との公平性の確保などを考慮し
て、平成 27年度は、交付率を100 分の 0.2 から100 分の 0.1
に引き下げ、平成 28 年度以降は廃止します。
問 税務課収納班☎（内線）3283

町税の納期前納付報奨金を見直します

愛川聖苑の使用料を改定します

問 愛川聖苑☎285-9411
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町
職
員
の
人
事
異
動

４
月
１
日
付　

主
幹
級
以
上　
（　

）は
前
職

   

部
長
級
昇
格

環
境
経
済
部
長　

大
成
敦
夫
（
総
務
部
参
事(

兼)

総
務
課
長(

兼)

選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
長
）

会
計
管
理
者　

和
田
弘
之
（
民
生
部
参
事(

兼)

住
民
課
長
）

農
業
委
員
会
事
務
局
長

沼
田
孝
作
（
教
育
委
員
会
参
事(

兼)

教
育
総
務
課
長
）

監
査
委
員
事
務
局
長

高
橋
浩
一
（
同
局
長
）

   

部
長
級
異
動

総
務
部
長　

白
井
幸
夫
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

建
設
部
長　

橋
本
和
明
（
環
境
経
済
部
長
）

   

課
長
級
昇
格

総
務
部
行
政
推
進
課
長

小
倉
正
（
同
課
主
幹
）

民
生
部
住
民
課
長　

澤
村
建
治
（
議
会
事
務
局
専
任
主
幹
）

建
設
部
道
路
課
長　

大
貫
健
（
同
課
技
幹
）

消
防
署
本
署
警
備
第
二
課
長　

石
川
省
吾
（
同
警
備
第
一
課
主
幹
）

環
境
経
済
部
環
境
課
専
任
主
幹　

亀
井
敏
男
（
民
生
部
国
保
医
療
課
主
幹
）

消
防
署
本
署
警
備
第
二
課
専
任
主
幹　

新
倉
哲
夫
（
同
警
備
第
一
課
主
幹
）

   

課
長
級
異
動

危
機
管
理
室
長

染
矢
敬
一
（
環
境
経
済
部
環
境
課
長
）

総
務
部
総
務
課
長(

兼)

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
長　

小
野
澤
悟
（
民
生
部
国
保
医
療
課
長
）

民
生
部
国
保
年
金
課
長　

脇
嶋
幸
雄
（
建
設
部
下
水
道
課
長
）

環
境
経
済
部
環
境
課
長　

小
島
義
正
（
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課
長
）

建
設
部
下
水
道
課
長　

家
城
博
昭
（
同
部
道
路
課
長
）

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
長　

山
田
正
文
（
同
生
涯
学
習
課
長
）

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長　

片
岡
由
美
（
総
務
部
行
政
推
進
課
長
）

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課
長

相
馬
真
美
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
室
長
）

   

主
幹
級
昇
格

危
機
管
理
室
主
幹

曽
我
和
典
（
消
防
署
本
署
警
備
第
一
課
副
主
幹
）

総
務
部
総
務
課
主
幹

豊
島
義
則
（
同
課
副
主
幹
）

総
務
部
総
務
課
主
幹

柏
木
美
智
子
（
同
課
副
主
幹
）

総
務
部
行
政
推
進
課
主
幹

折
田
功
（
同
課
副
主
幹
）

民
生
部
子
育
て
支
援
課
主
幹

上
村
和
彦
（
同
課
副
主
幹
）

半
原
保
育
園
副
園
長

北
村
信
子
（
同
副
園
長
）

中
津
保
育
園
園
長

岡
本
多
鶴
子
（
同
副
園
長
）

民
生
部
国
保
年
金
課
主
幹

小
野
澤
忍
（
同
部
国
保
医
療
課
副
主
幹
）

環
境
経
済
部
商
工
観
光
課
主
幹

奈
良
幸
広
（
同
課
副
主
幹
）

議
会
事
務
局
主
幹

中
山
卓
也
（
総
務
部
管
財
契
約
課
副
主
幹
）

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
主
幹

井
上
守
（
同
局
副
主
幹
）

郷
土
資
料
館
主
幹

藤
田
裕
（
同
副
主
幹
）

消
防
本
部
消
防
課
主
幹

岩
本
誠
（
同
本
部
消
防
防
災
課
副
主
幹
）

消
防
署
本
署
警
備
第
一
課
主
幹

岩
澤
浩
和
（
同
警
備
第
二
課
副
主
幹
）

消
防
署
本
署
警
備
第
二
課
主
幹

茅
英
樹
（
同
課
副
主
幹
）

消
防
署
本
署
警
備
第
二
課
主
幹

落
合
宏
明
（
同
課
副
主
幹
）

   
主
幹
級
異
動

総
務
部
企
画
政
策
課
主
幹　

小
川
浩
幸
（
環
境
経
済
部
環
境
課
主
幹
）

総
務
部
行
政
推
進
課
主
幹　

後
藤
昭
弘
（
同
部
総
務
課
主
幹
）

総
務
部
管
財
契
約
課
主
幹　

高
橋
弘
樹
（
建
設
部
下
水
道
課
主
幹
）

総
務
部
税
務
課
主
幹　

齋
藤
勇
一
（
環
境
経
済
部
農
政
課
主
幹
）

田
代
保
育
園
園
長

山
田
早
苗
（
中
津
南
保
育
園
副
園
長
）

民
生
部
健
康
推
進
課
技
幹　

矢
後
早
苗
（
同
部
福
祉
支
援
課
技
幹
）

民
生
部
高
齢
介
護
課
技
幹　

新
井
優
子
（
同
部
健
康
推
進
課
技
幹
）

民
生
部
住
民
課
主
幹　

越
智
明
子
（
同
部
国
保
医
療
課
主
幹
）

環
境
経
済
部
農
政
課
主
幹　

中
村
健
二
（
総
務
部
企
画
政
策
課
主
幹
）

建
設
部
下
水
道
課
主
幹

岡
部
誠
一
郎
（
総
務
部
税
務
課
主
幹
）

消
防
署
本
署
警
備
第
一
課
主
幹

細
樅
洋
（
同
警
備
第
二
課
主
幹
）

消
防
署
本
署
警
備
第
一
課
主
幹

島
崎
光
男
（
同
警
備
第
二
課
主
幹
）

消
防
署
本
署
警
備
第
二
課
主
幹

小
島
宏
一
（
同
署
半
原
分
署
第
一
警
備
隊
主
幹
）

消
防
署
本
署
警
備
第
二
課
主
幹

中
島
孝
祥
（
消
防
本
部
消
防
防
災
課
主
幹
）

消
防
署
半
原
分
署
第
一
警
備
隊
主
幹

石
井
保
之
（
同
第
二
警
備
隊
主
幹
）

消
防
署
半
原
分
署
第
二
警
備
隊
主
幹

伊
従
彰
芳
（
同
本
署
警
備
第
一
課
主
幹
）

   

定
年
退
職
（
３
月
31
日
付
）

平
本
和
男
（
建
設
部
長
）

小
笠
原
年
洋
（
会
計
管
理
者
）

林
綾
子
（
田
代
保
育
園
園
長
）

木
藤
美
江
子
（
中
津
保
育
園
園
長
）
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町
政
情
報
を
メ
ー
ル
で
お
届
け
す
る

「
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
配
信
項
目
】

防
災
情
報　
気
象
情
報
、
台
風
情
報
、
地

震
情
報
な
ど
。

安
全
安
心
情
報　
不
審
者
情
報
、
犯
罪
な

ど
の
発
生
情
報
、
防
犯
情
報
な
ど
。

防
災
行
政
無
線
情
報　
防
災
行
政
無
線
で

放
送
し
た
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報　
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
・
講

座
・
教
室
な
ど
の
情
報
（
月
１
回
配
信
）

子
育
て
情
報　
予
防
接
種
や
健
康
診
査
な

ど
、子
育
て
に
関
す
る
情
報（
月
１
回
配
信
）

【
登
録
方
法
】

①�
愛
川
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
か
ら「
愛
川
町
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
、

登
録
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ

ス
し
ま
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と

問
総
務
課
広
報
広
聴
班
☎（
内
線
）３
２
２
２

町
政
情
報
が
メ
ー
ル
で
届
き
ま
す

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
登
録
を
！

簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
読
み
込
め
な
い
場

合
は
、
次
の
U
R
L
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.ikkr.jp/aikaw

a/

②�

パ
ソ
コ
ン
の
場
合
は
、「
仮
登
録
」
ボ
タ

ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
、
登
録
し
た
い
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
入
力
し
ま
す
。

　

�

携
帯
電
話
の
場
合
は
、
画
面
に
従
い

aikaw
a@
em
p.ikkr.jp

へ
空
メ
ー
ル

を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

③��

折
り
返
し
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
の
で
、

メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る
ア
ド
レ
ス

を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

④�

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
本
登
録
画
面
が

表
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
配
信
す
る
情
報

の
種
類
を
選
択
し
、
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
で
登
録
完
了
で
す
。

※�

登
録
に
あ
た
っ
て
は
必
ず
利
用
規
約
を

お
読
み
く
だ
さ
い
。

愛
川
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
も
情
報
発
信
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
カ
ウ
ン
ト
名
：
＠Aikaw

atow
n

   
教
職
員
の
人
事
異
動

　

転
任
・
転
入（
４
月
１
日
付
）

（　

）は
、
前
任
校
な
ど

▼
中
津
小
学
校

校
長　

西
方
智
子
（
清
川
村
立
緑
小
校
長
）

篠
原
純
也
（
田
代
小
）

小
島
幸
恵
（
半
原
小
）

河
野
遥
樹
（
厚
木
市
立
清
水
小
）

丘
美
咲
（
新
採
用
）

古
谷
奈
都
美
（
新
採
用
）

▼
高
峰
小
学
校

校
長　

髙
木
光
人
（
清
川
村
立
宮
ヶ
瀬
中
校
長
）

教
頭　

武
内
信
幸
（
半
原
小
教
頭
）

▼
田
代
小
学
校

常
盤
育
美
（
清
川
村
立
緑
小
）

熊
坂
源
太
（
中
津
第
二
小
）

▼
半
原
小
学
校

教
頭　

芦
澤
治
（
菅
原
小
教
頭
）

森
啓
輔
（
厚
木
市
立
北
小
）

赤
瀬
由
衣
（
中
津
小
）

重
田
志
野
（
菅
原
小
）

梅
村
周
平
（
新
採
用
）

▼
中
津
第
二
小
学
校

黒
崎
奨
（
新
採
用
）

▼
菅
原
小
学
校

藤
元
良
（
新
採
用
）

榎
木
有
佳
（
新
採
用
）

▼
愛
川
東
中
学
校

石
原
純
子
（
愛
川
中
）

沓
澤
直
也
（
厚
木
市
立
玉
川
中
）

山
口
恵
美
（
新
採
用
）

桐
生
智
裕
（
新
採
用
）

伊
藤
純
一
（
新
採
用
）

坂
爪
凜
哉
（
新
採
用
）

▼
愛
川
中
学
校

堀
込
響
子
（
県
立
麻
生
養
護
学
校
）

添
田
勇
司
（
新
採
用
）

勝
見
華
子
（
新
採
用
）

▼
愛
川
中
原
中
学
校

堀
葉
子
（
愛
川
中
）

廣
瀬
雅
昭
（
県
立
愛
川
高
校
）

   

昇
任
（
４
月
１
日
付
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（　

）は
、
前
任
校
な
ど

▼
中
津
小
学
校

総
括
教
諭　

宮
崎
由
紀
子
（
同
校
教
諭
）

▼
菅
原
小
学
校

教
頭　

長
沼
百
合
（
中
津
小
総
括
教
諭
）

▼
愛
川
東
中
学
校

総
括
教
諭　

岩
崎
秀
也
（
同
校
教
諭
）

▼
愛
川
中
学
校

総
括
教
諭　

大
塚
隆
（
同
校
教
諭
）

   

転
出
（
３
月
31
日
付
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（　

）は
、
新
任
校
な
ど

▼
中
津
小
学
校

校
長　

時
末
誠
（
厚
木
市
立
玉
川
小
校
長
）

▼
高
峰
小
学
校

校
長　

小
島
一
浩
（
清
川
村
立
緑
中
校
長
）

▼
田
代
小
学
校

濱
田
香
苗
（
厚
木
市
立
鳶
尾
小
）

▼
半
原
小
学
校

小
島
卓
（
厚
木
市
立
南
毛
利
小
）

▼
愛
川
東
中
学
校

須
山
満
夫
（
清
川
村
立
宮
ヶ
瀬
中
教
頭
）

▼
愛
川
中
原
中
学
校

寒
川
裕
二
（
厚
木
市
立
睦
合
東
中
）

   

定
年
退
職
（
３
月
31
日
付
）

岩
満
憲
夫
（
高
峰
小
教
頭
）

吉
岡
宏
（
愛
川
東
中
教
諭
）

岩
井
豊
（
半
原
小
事
務
主
幹
）
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I LOVE 子育て！

子育て
第２・第４土曜日も

子育て支援センターをご利用ください

※�不登校・いじめ・校外活動・非行・
就学相談など。

応 募 方 法◆町内在住の方で、１人１通に限ります。答え・住所・氏名・
年齢・電話番号と、本誌の感想を必ずご記入の上お送りください。
締め切り日◆4月7日（火）（郵送の場合当日消印有効）
あ　て　先◆はがきの場合　〒243-0392　角田251-1　
                          　　      総務課広報広聴班
　　　　     ファクスの場合  286-5021
　　　　      電子メールの場合　e-mail@town.aikawa.kanagawa.jp
正解と当選者は5月1日号でお知らせします。

　今月号の広報あいかわを読んで、ク
イズに挑戦してください。正解者の
中から抽選で3人の方に、図書カード

（1,000円分）をプレゼントします。

お楽しみ

3 月1日号の答えと当選者（敬称略）　◆正解：② 4 月4 日
◆当選者：飯田恵津子、 榎本親紅、 尾花孝

日時 内容 講師
5月23日（土）　午前10時～ 11時 親子ふれあい遊び 子育て支援センタースタッフ
7月25日（土）　午前10時～ 11時30分 子育て講話 子育て支援センタースタッフ
9月26日（土）　午前10時～ 11時 運動遊び 子育て支援センタースタッフ

11月28日（土）　午前10時～ 11時 子どもの事故防止と応急手当て 町消防士
1月23日（土）　午前10時～正午 レッツ・クッキング 町栄養士
3月26日（土）　午前10時～ 11時30分 子育て講話 心理士

※７月、１１月、1月、3月は、子育て支援センターでお子さんをお預かりします。

■お父さんのための土曜講座

問い合わせ 子育て支援センター　☎ 285-8
やさしいこ
345

親子リトミックの様子

今年、新町発足60周年を迎えた愛川町は、さ
まざまなイベントを予定しています。さて、田
代運動公園で8月に開催するイベントは？
①愛川フェスティバル　②60周年フェス
ティバル　③ サマーフェスティバル

土曜サロンを拡大！
　毎月第2土曜日に開催している「土曜サロン」を、第4土曜日

にも開催します。お父さん、おじいちゃん、おばあちゃんもぜひ
ご利用ください。
お父さんのための土曜講座を開催！

　奇数月の第4土曜日に、通常のサロンとは別に「お父さんのため
の土曜講座」を開催します。

　お父さんが子育てに積極的に参加し、親子関係を深めていただけ
るような講座を計画しています。これからお父さんになる方や、子育て
に関心のあるおじいちゃんの参加も歓迎します。
　１日のみの参加もＯＫ！　一緒に「楽しい子育て」を学びましょう。
　申し込みは、5月8日（金）までに、子育て支援センターにある申込書を提出、または電話でお願いします。定員
20人で締め切ります。
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問 ☎内線3344　 救急医療一覧表（4 月〜平成28年3月）　保存版

月
岡本医院
281-0114
半原4431

石井医院
281-2105

半原2266-1

熊坂外科
呼吸器科医院
285-1139
中津7417

関根医院
286-5431

角田1345-1

和田医院
281-3688
田代108

さ く ら
クリニック
284-1002

中津1814-1

八　　木
クリニック
280-1888

半原2724-1

愛　　川
クリニック
284-5225

中津2035-1

愛川北部
病　　院
284-2121
角田281-1

4 19 5 12 26
5 10 17 24 31
6 21 7 14 28
7 12 20 5 19 26
8 9 2 16 23 30
9 22 6 13 20 21 23 27
10 25 4 11 12 18
11 3 29 23 22 1 8 15
12 6 23 13 20 27
1 11 17 10 24 31
2 11 28 7 14 21
3 21 20 6 13 27

 休日（昼間）の救急診療 　　診療時間◆午前9時～ 11時30分、午後2時～ 4時30分

 休日（昼間・夜間）、平日（夜間）の救急診療
※当診療所は、愛川町・厚木市・清川村が広域で共同運営しています。

●厚木市休日夜間急患診療所（メジカルセンター）
　厚木市水引 1-16-45　☎ 297-5199

 歯科　休日の救急診療
※当診療所は、愛川町・厚木市・清川村が広域で共同運営しています。

●厚木市歯科保健センター
　厚木市中町1-4-1　厚木市総合福祉センター1階  
　☎ 224-6081

 平日（夜間）、土曜日、休日の救急診療
※当診療は、愛川町・厚木市・清川村が広域で共同運営しています。

●病院群輪番制診療
基本的に入院が必要な救急患者の診療を行います。
軽症の救急患者でも、「厚木市休日夜間急患診療所」の診療時間外の
場合は、病院群輪番制診療で行います。
当番病院が決まっていますので、確認の上、受診してください。
診療時間◆月曜日～金曜日（午後5時～翌日の午前9時）
　　　　　土曜日（正午～翌日の午前9時）
　　　　　日曜・祝日、12月29日〜 1月3日（午前9時～翌日の　
　　　　　午前9時）
診療科目◆内科系・外科系

※都合により当番医が変更になる場合がありますので、必ず電話などで確認してからお出掛けください。
※上記以外の日曜・祝日は、下記の厚木市休日夜間急患診療所（メジカルセンター）をご利用ください。

診療日 診療時間

日曜・祝日、
12月29日〜1月3日

午前9時～ 11時30分
午後2時～ 4時30分
午後6時～ 9時30分

土曜日 午後6時～ 9時30分
月曜日〜金曜日 午後7時～ 9時30分

診療日 診療時間

日曜・祝日、
12月29日〜1月3日

午前10時～ 11時30分
午後1時～ 4時30分

診
療
日

第 1 当番病院 第 2 当番病院
病院名 所在地 電話 病院名

月 湘南厚木病院 厚木市温水118-1 223-3636

東名厚木病院
厚木市船子232
☎229-1771

火 愛川北部病院 愛川町角田281-1 284-2121
水 近藤病院 厚木市東町3-3 221-2375
木 仁厚会病院 厚木市中町3-8-11 221-3330
金 東名厚木病院 厚木市船子232 229-1771
土 森の里病院 厚木市森の里3-1-1 247-2121

問い合わせ
  健康推進課健康づくり班 ☎（内線）3341

  消防本部☎ 285-3131

利用に当たってのお願い
　休日や夜間に開いている救急医療機関は、
緊急性の高い方を受け入れるためのものであ
り、一般診療は行いません。医療機関の負
担が過重になると、緊急性の高い方の治療
の妨げとなるおそれがありますので、適正利
用にご理解とご協力をお願いします。

※�当診療所の診療時間外は、病院群輪番制診療の当番病院をご利用く
ださい。

毎日、午後 6 時から午前 0 時まで、夜間のお子さんの体調に
関する相談に応じています。
●プッシュホン回線・携帯電話は☎♯ 8000
●ダイヤル回線・IP 電話は☎ 045-722-8000

  かながわ小児救急ダイヤル
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文化会館催し案内
ホール

月日 催し 開演 終演 主催 入場

4 月11日（土） あんだんて
ピアノの会発表会 午後 2 時 午後 6 時30 分 あんだんてピアノの会

熊沢☎ 090-1998-2850
無料

（先着535人）

4月18 日（土）
映画「日本と原発」
上映会＆被災者

（山田俊子さん）のお話
午後 2 時 午後4 時30 分

映画「日本と原発」
上映愛川実行委員会

柳石☎ 090-1464-4472

大人1000 円
（高校生以下

無料）

 町民相談       問 住民課住民相談班  ☎285-6937（直通）

法律相談 《予約制》 4月3日（金）・16日（木）　午前10時～午後3時
※5月1日（金）・21日（木）

司法書士法律相談 4月8日（水）　午後1時～4時

行政書士相談 4月9日（木）　午後1時～4時

多重債務相談 4月15日（水）　午後1時～4時

交通事故相談 4月22日（水）　午後1時～4時

消費生活相談 4月2日・6日・9日・13日・16日・20日・23日・27日・
30日　午前10時～午後3時

人権・行政こまりごと相談 4月10日（金）　午後1時30分～ 3時

※�不登校・いじめ・校外活動・非行・
就学相談など。

教育相談
 問 教育開発センター
☎206-1061（直通）

来所相談
毎週月〜木曜日（祝日を除く）
午前９時～午後４時

出張相談
●レディースプラザ  4月13日（月）
●ラビンプラザ　    4月20日（月）
※�前日までに電話で予約してくだ

さい。
電話相談

平日　午前９時～午後４時

相　談

※�法律相談は弁護士が対応します。予約は相談日の７日前から受け付けします（その日が祝日の場合
は翌開庁日から）。

※法律相談以外は予約優先です（予約がない場合は、当日の受け付けもできます）。
※相談当日は、住民相談班へお越しください。

※問い合わせは直接主催者にお願いします。

からの報告を行った後に意見交換を
行います。
日 5月15日（金）ラビンプラザ(体育室）、
５月16日（土）レディースプラザ（プレイ
ルーム）、５月17日（日）文化会館（３階会
議室）、時間はいずれも午後７時から。
問 議会事務局☎285-6927

今年も開催！愛川にぎわいマルシェ

　今年も「愛川にぎわいマルシェ」を
開催します。3年目を迎えたマルシェ

（朝市）には、町内外の30店ほどが出
店し、お店の自慢の逸品、珍しいもの、
安くておいしいものなどが並びます。
　12月まで、毎月第１日曜日に開催し
ます。お得な買い物を楽しみましょう。
日 ４月５日（日）午前６時30分～８時
30分所 健康プラザ前広場
問 愛甲商工会☎286-3672

たのしい本に出会おう！
4月23日は「子ども読書の日」

　ボランティアサークル「おはなした
んぽぽ」の皆さんによる絵本の読み
聞かせ、紙芝居、パネルシアターなど
を行います。予約の必要はありません
ので、ぜひ、お子さんと一緒にお越し
ください。
日 ４月18日（土）午前10時30分～所 
文化会館１階リハーサル室
問 図書館☎285-6963

募　集
愛川リサイクルマーケット
出店者を募集

　ごみの減量化・資源化を推進する
ため「愛川リサイクルマーケット」を開

催します。不用となった衣類・食器・
本・おもちゃなどがありましたら、一
日店長となって、参加してみません
か。
日 5月3日（日）午前10時～午後2時

（農林まつりと同時開催）所 役場周
辺人 町内在住の方、40店舗です。費 
500円（必要経費以外は町社会福祉
協議会に寄付）他 1店舗あたり3メー
トル×2メートル程度の広さです。食
品・仕入物の販売および業者の出店
はできません。雨天の場合は中止で
す。申 4月10日（金）午前8時30分か
ら受け付けを開始（定員になり次第
締め切り）
問 環境課廃棄物対策班☎285-6947

日 ＝日時　所 ＝場所　人 ＝対象・定員　師 ＝講師・指導　費 ＝費用　物 ＝持ち物　他 ＝その他の事項　申 ＝申し込み　問 ＝     問い合わせ　※人 がないものはどなたでも参加・来場できます。費 がないものは無料です。FAX＝ファクス　 ＝電子メール
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セーフティ・ドライブ・コンテスト

―地域ぐるみで交通安全　みんな
　そろってマナーアップ― 
　地域の皆さんが一体となって事故
防止に努め、交通マナーの向上を目
的に、４月から９月まで「セーフティ・ド
ライブ・コンテスト」を実施します。
　期間中は全ての町民の方を対象に、
町内21行政区対抗で、交通事故発生
件数の少なさを競い合います。期間中
に人身事故による交通事故が発生した
場合は一定の基準に基づき減点し、最
終的に区ごとに集計して審査します。
　上位３行政区を優良区として、11
月中旬に開催する「愛川町交通安全
推進大会」で表彰します。
　この機会に、ご家族やご近所で交
通安全について話し合い、地域ぐるみ
で交通事故防止に努めましょう。
問 住民課交通防犯班☎(内線)3320

 催　し
議会意見交換会

　広く町民の声を聴き、ともに歩み、町
民参加を基本とする開かれた議会を
目指すため、町民の皆さんと町議会議
員との意見交換会を開催します。
　どなたでも参加できますので、直接
会場へお越しください。当日は、議会

 施設ガイド

第1号公園体育館 毎週火曜日
田代運動公園・
三増公園陸上競技場

毎週火曜日、
30日（木）

町民活動サポートセンター 毎週水曜日
文化会館・
ラビンプラザ 毎週火曜日

レディースプラザ 28日（火）

図書館 毎週火曜日、
1日（水）

郷土資料館 毎週月曜日

4 月の休館日・休園日

最低賃金の件名 最低賃金
（時間額）

神奈川県　最低賃金 887 円

産
業
別
最
低
賃
金

塗料製造業 894 円
電子部品・デバイス・電
子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造
業

890 円

鉄鋼業

887 円

ボイラ・原動機、ポンプ・
圧縮機器、一般産業用
機械・装置、建設機械・
鉱山機械、金属加工機
械製造業

輸送用機械器具製造業
非鉄金属・同合金圧延業、
電線・ケーブル製造業
自動車小売業

 お知らせ
休日納税・相談窓口

　町県民税・固定資産税・軽自動車
税・国民健康保険税・介護保険料・
後期高齢者医療保険料が納められ、
納税相談もできます。
日 4月25日（土）・26日（日）午前8時
30分～午後5時 所 役場１階税務課

電子申請システム
もっと簡単！もっと便利に！

　「神奈川電子自治体共同運営サー
ビス（e-kanagawa）」が、４月１日から
新しくなりました。
　携帯電話やパソコンを利用したこ
れまでの申請方法に加え、スマート
フォン専用画面での受け付けを開始。
いつでも、どこからでも、住民票の写
しや印鑑登録証明書の交付申請など
が行えます。
　新しい電子申請システムを利用する
際には、新たに利用者ＩＤを取得してく
ださい。また、操作方法などの問い合わ
せは、コールセンターをご利用ください。
　証明書の交付や手数料の納付は、
従前どおり窓口での対応となります。
◆コールセンター
☎0120-22-0642（フリーダイヤル）
午前９時～午後５時（土曜・日曜、祝

日、年末年始を除く）
問 行政推進課情報統計班☎（内線）
3243　
最低賃金が改正
～必ずチェック！
　使用者も　労働者も～

　神奈川県の最低賃金が改正されま
した。最低賃金は、常用・臨時・パート・
アルバイトなどの雇用形態にかかわら
ず、県内で働く全ての労働者と使用者
に適用されます。県では次の７産業に
ついて、産業別最低賃金が決められ
ています。
問 神奈川労働局労働基準部賃金課
☎045-211-7354
厚木労働基準監督署☎228-1331

スポーツ施設の抽選予約
　スポーツ施設の利用予約は、ス
ポーツ施設予約システムをご利用
ください。
今月の抽選予約　7月利用分	
抽選結果　5月2日（土）
　当選者は5月末日までに本予約
をしてください。末日までに本予約

をしなかった場合は、翌日から空き
施設として開放します。愛川町の施
設を2回無断キャンセルすると半年
間予約ができなくなります。
　三増公園陸上 競技場は、4月
末日まで、芝生の養生期間のため
フィールド内の使用ができません。
問 スポーツ・文化振興課
☎285-6958

日 ＝日時　所 ＝場所　人 ＝対象・定員　師 ＝講師・指導　費 ＝費用　物 ＝持ち物　他 ＝その他の事項　申 ＝申し込み　問 ＝     問い合わせ　※人 がないものはどなたでも参加・来場できます。費 がないものは無料です。FAX＝ファクス　 ＝電子メール
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～高齢期の筋力低下に注意しましょう！～

■
愛
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
募
集
中
！
～
地
域
の
仲
間
を
増
や
し
て
、
助
け
合
い
の
絆
を
深
め
よ
う
～　
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
60
歳
以
上
の
方
は
誰
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

　
「
元
気
に
・
仲
良
く
・
豊
か
に
・
楽
し
く
」
を
テ
ー
マ
に
、
仲
間
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。
問
高
齢
介
護
課
長
寿
い
き
が
い
班
☎
（
内
線
）
３
３
３
８

保 健 師 か ら 一 言

　　　　　　　　　　　

　高齢期は加齢に伴い筋力が衰え
ます。転倒が怖いからと外出をため
らうと、ますます足腰が弱ってしま
います。
　筋力の低下・活動の低下・食欲の低
下などをきっかけに心身ともに衰弱
してしまうことがありますので、注
意しましょう。
　運動機能の低下をチェックしましょう

 �手すりや壁をつたわらないと、
階段を上れない
 �何かにつかまらないと、椅子か
ら立ち上がれない

 �15分以上、続けて歩くことがで
きない
 この１年間で転んだことがある
 �転倒に対する不安が大きい

※�上記にあてはまる項目がある人は、
運動機能の低下に注意が必要です。

　家の中でできる筋力アップ体操
　をやってみましょう
①�椅子の背もたれを持ち、両足を

そろえて立ち、かかとの上げ下げ
をゆっくり繰り返す

②�椅子に座り、両足を上げ膝をゆっ
くり伸ばし、足首の曲げ、伸ばし

を行い、膝を曲げて足を下ろす
動作を繰り返す

③�あお向けになって、膝を立て片方の
膝を抱えて、ゆっくり胸の方に引き
静止、両方の足を交互に繰り返す

　春になり過ごしやすい陽気とな
りました。
　無理のない運動や外出で筋力
の低下を予防すること、毎日の
暮らしの中で体を動かすことを心
掛けましょう！

日 ＝日時　所 ＝場所　人 ＝対象・定員　師 ＝講師・指導　費 ＝費用　物 ＝持ち物　他 ＝その他の事項　申 ＝申し込み　問 ＝     問い合わせ　※人 がないものはどなたでも参加・来場できます。費 がないものは無料です。FAX＝ファクス　 ＝電子メール

方の世帯主あてに、申込書を送付しま
す。希望される方は５月１日（金）まで
に申込書を返送してください。医療機
関検診を希望される方は、７月下旬に
対象者に受診券を送付しますので、申
し込みの必要はありません。
費 昭和21年3月31日以前に生まれた

方は、受診者負担金が無料です。他 
生活保護法による被保護世帯に属す
る方または町民税非課税世帯に属す
る方は、受診者負担金の免除が受け
られますので、事前（受診券到着後）に
申請してください。

●医療機関検診（厚木医師会の医療機関で行います）　期間◆８月～平成28年１月（前立腺がん検診は８月～１１月）

●集団検診（健康プラザで指定された日時に行います）　期間◆６月～ 9月（マンモグラフィーは11月～12月）
検診項目 検診内容 受診者負担金 対象

胃がん検診 エックス線間接撮影 1,300 円
40 歳以上の方

（昭和 51年 3 月 31日以前に生まれた方）肺がん検診 エックス線間接撮影 700 円
エックス線間接撮影、喀たん検査 1,500 円

大腸がん検診 便潜血反応検査 500 円

乳がん検診 マンモグラフィー（乳房 X 線検
査）、視触診 1,800 円

40 歳以上の女性　※２年に１回
（昭和 51 年 3 月 31日以前に生まれた方のうち、
平成 26 年度にこの検診を受けていない方）

子宮がん検診 視診、頸
けい

部細胞診 1,100 円 20 歳以上の女性
（平成 8 年 3 月 31日以前に生まれた方）

検診項目 検診内容 受診者負担金 対象
乳がん検診 視触診 900 円 28 歳以上の女性

（昭和 63 年 3 月 31日以前に生まれた方）

子宮がん検診 視診、頸
けい

部
ぶ

細胞診 2,000 円 20 歳以上の女性
（平成 8 年 3 月 31日以前に生まれた方）視診、頸部・体部細胞診 3,300 円

前立腺がん検診 PSA 検査 1,000 円 50 歳以上の男性
（昭和 41年 3 月 31日以前に生まれた方）

がん（集団）検診
５月１日までに申し込みを！

　がん検診には、健康プラザで受診
する「集団検診」と、医療機関で受診
する「医療機関検診」があります。
　４月中旬に、集団検診の対象となる
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■
在
宅
医
療
介
護
福
祉
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク　
在
宅
で
の
医
療
や
介
護
に
協
力
す
る
医
療
機
関
や
介
護
・
福
祉
施
設
な
ど
の
情
報
を
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載
し
た
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ブ
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成
し
ま
し
た
。

　
３
月
下
旬
か
ら
各
家
庭
へ
順
次
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
在
宅
で
の
介
護
を
お
考
え
の
と
き
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。　
問
健
康
推
進
課
健
康
づ
く
り
班
☎（
内
線
）３
３
４
１

問い合わせは健康推進課へ
☎（内線）3341 〜 3344

 保健ガイド

　　　　　　　　　　　

日 ＝日時　所 ＝場所　人 ＝対象・定員　師 ＝講師・指導　費 ＝費用　物 ＝持ち物　他 ＝その他の事項　申 ＝申し込み　問 ＝     問い合わせ　※人 がないものはどなたでも参加・来場できます。費 がないものは無料です。FAX＝ファクス　 ＝電子メール

マタニティセミナー

　初めて出産される方が対象です。３
日間で１コースですが、１日のみの参加
も可能です。所 健康プラザ 物 母子健
康手帳と筆記用具、その他の持ち物は
表に記載 申 ４月１７日（金）までに健康
推進課へ。

すくすく親子健康相談

日 4月27日（月）午前9時30分～ 11
時所 健康プラザ２階健診室人 就学
前の子とその保護者 物 母子健康手
帳 申 予約の必要はありませんので、
当日直接会場へ。

オストメイト健康相談会

　人工肛門・人工膀胱保有者とその
家族、関係者を対象に、グループ懇談
や個別相談、補装具の展示などを行
います。申し込みは必要ありませんの
で、当日会場へ。
日 ４月19日（日）午後1時30分～ 4時
30分所 アミューあつぎ市民交流プ
ラザルーム504（5階）
問 （公社）日本オストミー協会神奈川
支部☎0466-45-4216
13ページに「救急医療一覧表」を
掲載しています。保存版として、ご
利用ください。

高齢者の肺炎球菌予防接種
費用を一部助成

　予防接種法に基づき、高齢者肺炎
球菌感染症を予防するため、本年度
該当する対象者に、接種費用の一部
を助成します。接種前に健康推進課
で受診券の交付申請をしてください。
　過去5年以内に高齢者肺炎球菌の
予防接種を受けた方は、接種部位の
腫れが強くなるなどの副反応が起こ
る可能性が高くなるため、予防接種を
受けることができません。 
日 4月1日（水）～平成28年3月31日（木）
所 町が指定する医療機関 人 接種日に
町内に住民票があり、過去５年以内に
高齢者肺炎球菌の予防接種を受けた
ことがなく、次のいずれかに該当する方
●�平成 27年度中に 65歳・70歳・75歳・

80歳・85歳・90歳・95歳・100歳とな
る方（該当する方には申請書を送付
しています）

●�60歳から64歳で心臓、腎臓、呼吸
器の機能に自己の身辺の日常生活
活動が極度に制限される程度の障
害や、ヒト免疫不全ウイルスによる
免疫の機能に障害のある方

費 4,000円（4,000円を超える費用
は町が助成します）
※�町民税非課税世帯および生活保護

世帯に属する方は無料です。接種す
る前に、健康推進課で受診者負担
金免除申請手続きをしてください。

他 平成30年度まで、該当する年度に
65歳・70歳・75歳・80歳・85歳・90歳・
95歳・100歳になる方が助成の対象
となります。

ヘルスあっぷ相談

　保健師・栄養士・看護師による健康
相談、身体測定、体脂肪測定、血圧測
定、尿検査など。お気軽にお越しくだ

さい。
日 4月28日（火）午後1時30分～2時
30分 所 健康プラザ３階健康づくり
室人 町内在住の方 申 予約の必要は
ありませんので、当日直接会場へ。

乳幼児の健康診査

　対象者には4月下旬に必要書類を
送付しますので、届かない方はご連
絡ください。健診時間・開場時間は
通知でご確認ください。
所 健康プラザ2階健診室

お子さんの歯科保健指導

日 4月23日（木）所 健康プラザ２階健
診室物 母子健康手帳、問診票、歯ブラ
シ、タオル他 育児について心配のある
方は、相談をお受けします。むしばい
ばい教室は、午前10時から正午ごろ
まで。開始時間を過ぎての入室はで
きませんので、余裕をもってお越しく
ださい。2歳児歯科検診では、身長・
体重測定も行っています。対象者には
4月上旬に必要書類を送付しますの
で、届かない方はご連絡ください。

対象 期日 持ち物
4カ月児

（平成 26 年
12月生まれ）

5月
19日

（火）
母子健康手帳、
問診票

10カ月児
（平成 26 年
7 月生まれ）

5月
14日

（木）
母子健康手帳、
問診票

1歳6カ月児
（平成 25 年
10月生まれ）

5月
27日
（水）

母子健康手帳、
問診票、歯ブラ
シ、タオル

3歳6カ月児
（平成 23 年
10月生まれ）

5月
12日

（火）

母子健康手帳、
問診票、歯ブラシ、
タオル、当日の朝
の尿、視力・聴力
の調査票（記入
済みのもの）

歯科保健指導 対象 受け付け
むしばいばい
（虫歯予防）

教室
平成26年
3月生まれ

午前9時
30分～
9時55分

2 歳児
歯科検診

平成25年
3月生まれ

午後１時～
１時45分

平成24年
9月生まれ

午後１時
45分～
2時30分

期日 内容

【1日目】
4月24日（金）
午後1時10
分～４時

講義｢妊娠・分娩経過につ
いて｣、妊婦体操・ハンド
マッサージ、先輩ママとの
交流〜赤ちゃんとふれあ
おう～物 運動ができる服
装、バスタオル、テキスト
代（400円）

【2日目】
5月1日（金）
午前10時
～午後2時

妊娠中の食事、初めての
離乳食について（調理実
習）、講義「お母さんと赤
ちゃんの歯について」
物 エプロン、三角巾、ふき
ん、台ふきん、歯ブラシ、テキ
スト、食材費（400円）

【3日目】
5月9日（土）
午前9時～
正午

講義｢産後の生活、赤ちゃ
んの世話、ファミリープラ
ン（家族計画）について」、
沐浴実習、子育て支援セ
ンターの見学物 テキスト
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サポセン
み ん な の

あいかわ町民活動サポートセンターに
登録している団体を紹介します

安全な食を考える会
～健康な体は、安全でおいしい「食」から～

　
安全な食を考える会について

　安全な食を考える会は「食の安全」という観点から、普段何げなく口に運んでいる
食べ物について見つめ直そうと、平成15年に発足しました。趣味で家庭菜園をしてい
る方や農業を営む方などが集まり、農薬や添加物などの情報を交換し、共に学びな
がら安全でおいしい食べ物を作り、食することを目的に結成しました。現在は60代か
ら70代の方を中心に、41人で活動しています。
主な活動内容

　家庭農園を希望する方へ遊休農地を紹介し、開設の補助を行っています。また、有
機農業推進講演会を町と共催するほか、安全な食や環境を守るために、県外の農業
先進地域で堆肥工場の見学や有機栽培についての視察を行っています。
　平成21年から、無農薬・無化学肥料で菜種を栽培し、焙煎圧搾方式で搾油した自
家製の菜種油を作っています。昨年は178キログラムの種が採取でき、380グラムの
容器、約150本の菜種油が作られました。
　畑一面に菜の花が咲く4月には、「菜の花まつり」も開催しており、町内外からの来
場客でにぎわいます。
会員からメッセージ

　「自分の健康を守るために、食について知ることの大切さを伝えていきたい」「安全
な食に対する意識が高まる中で、食べ物が作られる過程を自分の目で確かめ、育て
た野菜などを収穫して食べることは、とても感動的です」と会員の皆さんは語ります。
これからも会員同士や町内外の他団体と交流を深め、情報交換を行いながら「安全
な食」について考えていきます。
「安全な食を考える会」からのお知らせ
　第6回「菜の花まつり」を開催します。1,200坪の畑いっぱいに咲く菜の花を見て
楽しんでもらおうという思いから「菜の花まつり」は始まりました。農業や自然食に関
心のあるグループが集まり、無農薬野菜や有機栽培の小麦パン、手作り蜂蜜などの
模擬店が多数出店されるほか、和太鼓や吹奏楽の演奏もあります。満開の菜の花に
囲まれて、食や音楽を楽しみませんか。
　会員を随時募集しています。安全で安心な食について一緒に考え、薬品を使用しな
い方法で野菜などを育て、おいしい食べ物を作りませんか。関心がある方はお問い合
わせください。

菜の花まつり　模擬店出店

暖かな陽を浴び、会場いっぱいに咲く菜の花

平
成
27
年
度
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
計
画

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、平
成
27
年
度
も
登

録
団
体
活
動
発
表
会
や
、ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で
の

P
R
コ
ー
ナ
ー
の
出
展
な
ど
、登
録
団
体
の
連
携

や
活
動
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、各
種
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

　
４
月
25
日（
土
）に
、デ
ジ
カ
メ
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。撮
影
す
る
時
の
位
置
や
、明
る
さ
の
調

整
方
法
な
ど
、撮
影
の
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
を
学

べ
ま
す
。参
加
費
は
無
料
で
す
の
で
、ぜ
ひ
、ご
参

加
く
だ
さ
い
！

問 
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い
か
わ
町
民
活
動
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ー
ト
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ン
タ
ー

☎（
２
０
５
）１
３
２
３
FAX （
２
０
５
）１
３
２
４

ai-saposen@
bz01.plala.or.jp

実施日（予定） 事業内容

４月25 日（土） デジカメ講習会

5 月23 日（土） 登録団体活動発表会
10月 25 日（日）

（ふるさとまつりと同日）
サポセンＰＲコーナー、
登録団体活動写真展

11 月中旬 パソコン教室講習会

平成 28 年 1 月下旬 登録団体交流会
10 月 15 日（木）・
平成 28 年 3 月 15 日（火） 広報紙「さぽせんあいかわ」の発行
毎週火曜日・土曜日

（年間） パソコン相談室

手作りのみそ仕込み 大豆の脱穀作業

　
第６回「菜の花まつり」

日時：4月11日（土）午前10時～午後2 時
会場：愛川町角田峰の原（角田 2016 番地
周辺、海老名畜産農場前）
※車でお越しの方は、臨時駐車場（三増
1000 番地周辺）をご利用ください。
問安全な食を考える会  事務局　出頭亜樹
☎286-1272
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Aikawa  Topics
愛川

土砂災害防止に関する
絵画・作文 入賞作品

ブックナビ～300 冊以上の本を紹介～
愛川町子どもの読書を推進する会

あいちゃんグッズ販売中

　土砂災害防止に関する理解や関心を深めるために、国土交
通省が全国の小・中学生から募集した絵画・作文で、愛川町か
ら2名の作品が入賞しました。（敬称略）
絵画（小学生）の部　優秀賞（国土交通省事務次官賞）
武川遥奈（半原小４年）

「いつ起きるかわからない土砂災害」
作文（中学生）の部　神奈川県治水砂防協会長賞
西村楓（愛川中２年）

「身近にある災害」

 　3月13日、「愛川町子どもの読書を推進する会」の皆さんが小
野澤町長を訪問し、「YONDE  読んであげたい  読んでみよう　
私たちのブックナビ」の発行を報告し、子供の読書活動のさら
なる推進への思いを届けました。
　このブックナビは、子供の読書・読み聞かせ活動をしている
ボランティアの方や先生方が選んだ、子供たちに読んでもらい
たい絵本や童話、児童文学など、300冊以上の本を紹介する
町オリジナルのブックガイドです。図書館や公民館での貸し出
しや、小・中学校などで閲覧できますので、ぜひご覧ください。

　愛 川町 観 光キャラ
クター「あいちゃん」の
新しいグッズができま
した。モバイルクリー
ナー、薄型ホイッスル、
ストライプ付きぬいぐ
るみの3種類です。
　皆さん、かわいがってくださいね。

※金額は変更する場合があります。

販売場所◆県立あいかわ公園パークセンター内「地場産品販
売所」、愛川町観光協会事務局（商工観光課内）

神奈川県トラック協会
交通安全を願い横断旗を寄贈

　3月12日、一般社団法人神奈川県トラック協会厚木分会厚木
第一地区から、交通事故防止の運動に役立ててほしいと黄色
の交通安全横断旗400本と横断指示旗20本が町に寄贈されま
した。
　「子供たちの交通事故をなくしたい」という思いを受け、町で
は早速、町内の小学校に配布しました。
　交通ルールに不慣れな新入学児童が、通学を始めます。地域
の皆さんで子供たちを見守りましょう。

品名  金額
New ストラップ付きぬいぐるみ（約10cm）  600円
New モバイルクリーナー  300円
New 薄型ホイッスル  300円
キャラクター鈴  300円



あいかわカレンダー
1 （水）

2 （木）消費生活相談　

3 （金）法律相談

4 （土）住民課休日窓口

5 （日）にぎわいマルシェ　　
当番医:愛川北部病院　

6 （月）消費生活相談

7 （火）4カ月児健康診査　

8 （水）司法書士相談

9 （木）行政書士相談　　消費生活相談　
10カ月児健康審査

10 （金）人権・行政こまりごと相談

11 （土）　

12 （日）県知事・県議会議員選挙　　当番医:愛川北部病院

13 （月）消費生活相談　

14 （火）3歳6カ月児健康診査

15 （水）多重債務相談　　

16 （木）法律相談　　消費生活相談　　

17 （金）半僧坊春の大祭　

18 （土）

19 （日）当番医：さくらクリニック　　

20 （月）消費生活相談　　

21 （火）　　　

22 （水）交通事故相談　　1歳6カ月児健康診査

23 （木）消費生活相談　　むしばいばい教室　　　　
2歳児歯科検診

24 （金）マタニティセミナー (1日目）

25 （土）休日納税・相談窓口

26 （日）休日納税・相談窓口　　当番医:愛川北部病院　

27 （月）消費生活相談　　すくすく親子健康相談

28 （火）ヘルスあっぷ相談　

29 （水）新町発足60周年記念  あいかわ公園つつじまつり　

30 （木）消費生活相談

No.628

今月の日曜・祝日当番医
診療時間◆午前9時～11時30分、午後2時～4時30分

5日 愛川北部病院  ☎284-2121

12日 愛川北部病院  ☎284-2121

19日 さくらクリニック  ☎284-1002

26日 愛川北部病院  ☎284-2121
その他の
休日・夜間

厚木市休日夜間急患診療
所（メジカルセンター）  ☎297-5199

※�都合により変更する場合がありますので、電話で確
認してからお出掛けください。
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切り取ってもお使いいただけます。

3 月1日現在の人口と世帯（　) 内は前月比 
■人口41,332 人（−28）：男21,476 人（−24）　女19,856 人（−4）
■世帯数 17,521世帯（1）
※住民基本台帳搭載人口・世帯数

　約40種4万本以上のつつじが見ごろを迎える県立
あいかわ公園で、つつじまつりを開催します。
　地元特産品の販売、組みひもや和紙づくりなどの
体験教室、ステージイベントのほか、新町発足60周
年記念として愛川町観光キャラクター「あいちゃん」を
はじめとした近隣自治体のキャラクターによる撮影会
や握手会も予定しています。
　郷土資料館、工芸工房村、宮ヶ瀬ダムの見学や、
広大な公園の散策とともにお楽しみください。
会場◆県立あいかわ公園
問 商工観光課観光振興班☎（内線）3523

新町発足60周年記念
第13回あいかわ公園

つつじまつり
４月29日（水・祝）午前10時～午後３時
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